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秋田県内産食品の成分調査

一魚介類中の栄養成分，無機質成分， ビタミン

及び脂肪酸の含有量調査について(m)一

佐野 健＊松田恵理子＊小沢喬志郎＊＊今野

キーワード：魚介類，栄養成分，無機質成分，重金属，脂肪酸

宏＊

l はじめに

県内産食間を中心に栄養成分，無機質成分およびビタ

ミン等の成分値を測定し，所要摂取量または栄養価計狩

などへの有効利用，そして人への健康阻害の観点から重

金属含有量を把握することを目的に本調査を行ってき

た．その迎として平成元年度， 2年度に引き続きI)~2),

平成3年度も魚介類の成分・含有値について調査したの

で，その結果の概要を報告する．

II 試料と方法

試料は，秋田県沿｝『および虹内の河川勺て水揚げさ

れ，秋田巾中央卸売由場に集荷されたシラヤ，クロダイ，

アマダイ，サバ， タイ，キス，サケ，ャッメウナギ，ニ

ジマス，イワナ，アンコウ，アンコウキモ，イカ，イカ

ミソ，アマエビおよびガザミの 14柿類22検体を秋田保

健所市場監視員の協力を得て入手したものを試料とし

た．

検査およひ分析方怯等は脂肪酸の測定項日の一部を除

き，前年度・既報2)と全く同様に行った．

m 結果と考察

表に測定結果を示した．数値は全て湿重量当たりの値

である．

l.‘ 一般栄養成分

今回調査した魚介類中の水分含有撮は，アンコウ 85.8

/lOOgか最恥値で，ヤツメウナキ 59.8g / 100 gが最但

値であった．なお， アンコウキモにあっては水分49.1g 

/100 gと低く，その反面，脂質は 45.7g /100 gで大変

高かった．たんばく役はクロダイ，サバがそれぞれ22.7

g / 100 g, 21.2~2:3.5 g /100 gと他の検｛本に校べ若I

高く，脂質はサバ 12.0~12.3/100 g,ャツメウナギ 17.4

~17.6 g / JOO gおよび前述のアンコウキモか高い値を

ホした．炭水化物一糖質はアンコウキモが1.0g /100 g 

＊秋田県衛生科学研究所 ＊＊秋田県秋田保健所

で，他はほとんどゼロであった．

2. 無機質成分

今匡の調査て力）レシウム含有量の多いのは，個体丸ご

と食べるシラヤの試料が 145mg/ 100 gで，今まで調査し

てきた中で最も高かった．他はシラヤの½以下で，中で

もャッメウナギはウナギと形慇は似ているが軟骨魚であ

り，頭部を除いた丸ごと試料でカルシウム含有量は 12mg

/100 gで， 報告(1)')のサメ (10mg/100g) と同程度で

あった．

r）ンはシラヤの 324mg/ 100 gが最高値で，ア‘ノコウキ

モの llOmg/100gが最低値であった．

鉄はイカミソか 13.8mg/ 100 g,ャッメウナギ 7.8~8.0

mg/ 100 g,次いてサバ1.3~l.5mg/gてあった．他は 1

mg/ 100 g前後から 0.2mgI 100 gの範囲の含有量であっ
た．

ナトリウムはアマエビ（甲殻類） 368rng/100gか最高

値で，アンコウキモ 21mg/ 100 gが最低値であった．

カリウムはニジマス 482rng/100 gが最嵩値で，アンコ

ウキモ 203mg/ 100 gが最低佃であった．

マグネシウムはサバが 57.3~80.5mg/ 100 g,ガザミ

85.1mg / 100 gと高く，アンコウキモで 10.2mg/ 100 gと

低く今他はほほ 30~60mg/100 gの含有旱であった．

3. ひ素および重金属

ひ素は全ての検体から検出されたが，特に，イカミソ

3.2411 g I g, アマダイ 5.08μg I g, そしてア‘ノコウか
らは 8.04μgI gの高数値で検出された．
銅は頭足類のイカ，そして甲殻類のアマエビ，ガザミ

から 4.40~16.98μg I gの間数値で検出された．また，
アンコウキモ (2.7lμgI g)およびイカミソ (41.90μg 
/g)は，アンコウ，イカの肉食部より 3~4倍も高く検

出され·！こ•他はほとんとJ .I)ll g / g以下の含仇量で

あった．

マンガンは，過去 2回の調査からほとんどの試料で

l.Oμg / g以下てあったか 今回調査したイカミソから

は1.2111gI g, ‘ンラヤから 2.95μg/ gを検出した．
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表 秋田県沿岸産魚介類中の栄養成分、無機質成分及び脂肪酸等の含有量

た 脂
炭水化物

灰..l. 

無 機 灯ロ：び重金属ん 糖繊

ば
魚介類名 処理年月日

＜ 

質 質 質維

kcal kJ g/lOOg 

シ ラ ヤ H 3. 4.16 101 423 71.8 18.0 2.6 0.2 

クロダイ H 3. 5 31 127 531 72.6 22.7 3.3 

゜アマダキ H 3. 8 22 109 456 75.4 20.9 2.2 

゜サ Iゞ H 3. 5.31 200 870 64.6 21.8 12 3 

゜
i 

fヽ H 3. 8 22 213 891 63. l 23.5 12.1 

゜II H 3.10 22 20'2 845 伍．5 21.2 12.0 

゜夕 イ /I 110 460 74.6 22.2 1.7 01 

キ ス II 91 381 78.4 19.0 12 

゜サ ケ II 160 669 69.6 21.4 7.4 0.1 
-...  ← • • 

ャツメウナギ I-I 3 12. 6 255 1,067 59.8 21.6 17.4 01 

II 

” 255 l，1Xi7 60.2 21.0 l?.6 0.1 

ニジマス H 3. 9 9 139 582 72.8 19.7 5.9 01 

” 
II 143 598 71.9 20.5 60 0.1 

II 

” 137 573 符．0 19.8 5.6 0.1 

I/ II 139 防2 73.1 19.2 6. 1 1). I 

イ ワ ナ ‘’ 124 519 73.4 加．2 4.1 0 I 
--, 

ァンコウ H 4. 3. 5 58 243 85.8 12.4 0.6 

゜ァンコウキモ II 276 1,154 41.0 11.5 45.7 1.0 
,.  

ィ ヵ H 3.10. 1 155 649 78.5 17.2 2.6 0.1 

イカミソ II 268 1,121 60.0 17.8 20.5 0 1 

アマエビ H 3. 5. 8 89 372 78.4 19.6 0.6 0.1 
, --

＇ ＇ 
ガ ザ ミ H 3. 5.31 71 322 60.7 16.4 0.8 0.1 

亜鉛はキス 2.65μgI gが最低値でガザミ 23.44μg / 
g,そしてアンコウキモが 51.24μg / gで最尚伯であっ

た．

カドミウムはイカミソから 13.84μ g / gを検出し

た．他はサパの o.03μgI gからアマエヒ 0.1511g I g 
の簡囲の含有はを示した．

鉛はキスの 0.19μgI g,サケの 0.18μg / gおよひイ
ワナ o.oSμgI gを検出した．他は検出限界以下であっ
た．

4. ビタミン E(a, /3, r, 6-----トコフェロール）

4種のトコフェロールのうち生物活竹の最も強いa-

力 リ ナト カリ 11!i• •一カド— 
）レ

シ 鉄リ 鉛ミ
ウ ゥウ ウ

分ム ンムム 鉛ム

mg/lOOg μ, g/g 

0 15 145 324 0.3 270 303 46.3I 1 I 0．伍 099 2.95 10,70 Nil 0.12 

0 14 伍ね3 0.4 75 399 52.3 5.70 0 52 
囀゚OO
6.75 ND 0.07 

—ー 9 I 

0 1.5 68 220 0.3 101 2釘 54.4 5.OO 0.49 0.09 2.72 ND 0.09 
... 

0 1.3 35 163 1.4 52 31Y/ 57.3 0.72 1.03 0.15 7.46 ND 0.05 

0 13 42 178 1.5 69 368 80.5 0.89 113 0 20 8,08 ND ND 

0 1, 3 30 182 13 72 252 63.2 0f1 0,95 0紺 6.6ふ N!) ND 

0 1 A 29 165 0 4 126 453 64.0 0.56 0.34 0.25 2.73 ND ND 

0 1.4 48 260 0.8 97 416 40.3 2.05 0.46 0.26 2.65 0 0.11981 i 0.05 
0 15 15 I 236 09 5(i 424 36.8 0.39 0.89 0,20 3.08 0．訂

0 11 12 165 8.0 74 211 22.2 0拐 034 012 1317 O.fJ/ 0.05 

o • 1. I 12 169 7<8 70 249 21.5 0．鉛 216 0.51 17.03 Nil 0.12 
~. , -- ド~~ ↓ •一

0 1.5 35 330 12 69 386 31.5 0.35 0.68 0.62 9.00 ND 0.12 

0 1.5 40 225 1.1 45 425 33.8 0.35 1.20 0 33 11.55 ND 0.05 

0 1.5 32 220 1.2 49 2OO 30.51 0.45 0.61 0.33 8.12 ND 0.08 

0 1.5 33 202 11 38 482'32.8 0.36 0.71 0 32 9.95 NIl ND 

0 1.4 66 120 02 50 3OO 22.0 0.46 0 26 0 23 5.58 0.OO ND 
；ー←~

0 I.I 15 142 0.4 126 286 32 5 8.04 0.61 0.21 4 63 ND ND 
｀ ← 

l ｀●ヽ•I 

0 0.8 7 110 0.6 21 203 10.2 128 2.71 0.29 11.56 ND ND 

I) 1.6 17 182 0<8 188 325 40.7 3.76 16く98 0. 37 13.19 ND ND 

0 1.6 24 158 13 8 135 2関 50.2 3.24 41 90 121 51.24 ND 13.84 
_, I -

0 1.3 67 143 0.3 368 313 59.3 0.56 4.40 0.19 6.77 NNDDI I °0.1.18 2 

0 2.0 56 170 0.9 310 3妬 85.1 3.36 7.77 0.37 23.44 
'--'- L__. 1.  

トコフェロールのみが測定された．アンコウキモの 8.96

mg/ 100 gか最高伯で，キスの 0.5mg/ 100 gか最低伯で

あった．

5. コレステロール

100 g中のコレステロール含有量はシラヤが 282mg,ヤ

ツメウナギ 263~218mg, イカ 267mg, アマエビ 111mgお

よびキス 104mgであった．また， 内臓のアンコウキモ，

イカミソはそれそれ 450mg,1457mgであった．その他は，

前回の調査した検体と同じく 100mg以下であった．

6.脂肪酸

飽和脂肪酸（S) :ラウリン酸（C,2:0)， ミリスチン酸
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ビタミンE（トコフェロール類）IIコ IJ旨 肪 酸

レ

孟靡儡a /3 r 6 E ラ ミ ノゞ バオ ヘ ス オ リ
リ ， ア
エン ドサ 脂 飽

I I I i 
ス ウ ス Jレ ルイ ぢ

テ イ ノ ノ キラ イタ コエ 肪 和チ チ プア

T T T T 効 テ リ リ ミ ミレ リ レ I レド コエ サン 酸 脂 -•多 (P) 
魚介類名

゜゜゜゜
ロ
ン ，，， ン トン ン シノ ン ）し ンン' サン ヘ酸 総 肪 ‘/ 
酸 酸 酸 酸 酸 酸 酸 酸 酸酸 ベ酸 キ

C C C C 果 I 数 酸 価価 (S) 

）レ 12: 0 14, 0 16:0 16: 1 17:0 18:0 18: 1 18:2 18: 3 20:4 20 5 22:6 (S) (M) (P) 

mg/100 g mg/lOOg 
•• 

シ ラ ャ 1.84 NI) ND N[) 1.84 282 12 235 860 283 75 275 581 46 20 34 437 割 3,6491,457 864 1,328 0.91 

クロダイ 0.64 Nl) Nil ND 0.64 53 3 42 329 88 12 81 307 22 5 135 41 110 1,175 467 395 313 0.67 

アマダキ 0.73 NI) ND Ni) 0.73 67 5 153 638‘沿7 39 165 635 23 8 62 109 183 2,287 1,000 OO2 痴 0.39 

サ Iゞ 0.69 ND ND ND 0 69 58 13 32 1,416 268 96 459 2,043 41 16 116 558 818 5,876 2,016 2,311 1,549 0.77 

II 0.75 ND ND ND 0.75 43 0 266 2,019 316 121 597 2,250 39 

゜
66 お9 767 6,730 3,003 2,566 1,161 0.39 

II 0.67 Nil Nil Nil 0.67 69 0 243 1,608 勿4 122 504 1,756 66 

゜
99 276 1,031 5阻92,477 2,030 1,472 0.59 

I i ~. ^- l - i -

夕 ィ 0.62 Nl) ND k ]̂} 0.62 59 5 63 326 104 18 158 306 

゜
（） 12 25 51 1，⑮ 570 410 88 0.15 

キ ス 0.50 ND ND ND 0.50 104 4 29 208 51 11 91 104 ， 
゜
91 157 239 994 357 55 496 1.39 

サ ヶiI 0.67 NI) ND ¥i) 0.67 68 15 お1 710 265 43 164 引7 35 防 0 549 655 3,723 1,214 1,242 1,267 1̀04 

ヤツメウナギ 1.63 ND ND ND 1.63 218 57 1,260 2,847 1,770 125 333 5,490 158 87 263 1,283 1,002 14,675 4,622 7,260 2,793 0.60 
r~ • 

1.851 263 74 29( 

＿， トー・← ~ ~ 

II 1.85 NI) ND Nl) 0 754 2,216 1,630 5,316, 94 

゜
96 76-! 380 11，叫 3,334 6，切61,334 040 

ニ．ジマス 99 0 203 1,455 328 23 340 1,653 898 40 0 168 830 5,938 2,021 LOOl 1,936 0.96 
［ 

ol II 81 0 132 1,022 275 21 'll9 1,410 462 

゜
72 395 4,IXJ7 1,454 1，釣l 幽 0.64 

9/ 96 

゜
96 839 210 11 206 1,050 417 20 

゜
471 204 3,100 1,152 1,260 臨 0 60 

＇ ＇ ＇ 
1 

II 79 

゜
83 728 173 10 173 922 338 

゜゚
61 200 2,691 幽 1屈5 602 0.61 

イ ワ ナ ー：一 82 

゜
91 668 186 14 138 8併 419 i4 19 81 257 2,782 111 LOOl 790 0.87 

9 - 1 ←-- ←――~、~―

アンコウ 1.12 ND ND ND 1.12 45 

゜
6 106 19 3 32 70 

゜゚
22 22 70 350 147 89 114 0.76 

アンコウキモ 8.96 Nil ND NI) 8船 450 0 2,331 8，切l3,843 
9 礁-， 1,260 8約9 581 224 碑 4,326 3,675 3,'i,782 12,306 11．()12 9,534 0.77 ， 

イ 力 2.24 ND ND ND 2.24 267 

゜
34 611 10 23 114 65 

゜
13 62 122 507 1,562 783 75 704 0.90 

イカミソ
i 

- 1,457 泊 ‘2291,9111 65 205 6訂 1,058 

゜
0 I I侶 341 847 5,455 3,001 1,123 1,331 0.44 

アマエビ 2.40 ND ND ND 2.40 111 4 17 181 76 4 15 211 6 

゜
30 134 112 790 221 287 282 1.28 

ガ ザ ミ 1.54 Nil ・ND Nil. ， 1.54 85 01 8 137 59 11 70 154 8 

゜
34 98 84 663 笈6 213!I 泣4 0.99 

注）鉛(Pb)ND<0.05μg/ g.カドミウム(Cd)ND<0.01μg/ g. Toe ND<0.02mg/100 g.欄中ー未検査

(C,1:0), パルミチン酸（10:0), ヘプタテカン酸（，i:o),ス

テアリン酸（18:,),一価不飽和脂肪酸（M) :パルミトオ

レイン酸（Cl6:I），オレイン酸（Crn:1)および多価不飽和

脂肪酸：リノール酸（C182），リノレン酸（C18:3），アラキ

ドン酸（C⑳ ｛），エイコサペンタエン酸 (C20:s), ドコサヘ

キサエン酸（C22.6），以上 12項目を測定した．

エイコサペンタエン酸， ドコサヘキサエン酸等の多価

不飽和脂肪酸を多く含有する魚類としてはヤツメウナ

ギ，サバおよびシラヤであった．また，ァンコウキモで

はエイコサペンタエン酸が 100g中 4,330mg,トコサヘキ

サエン酸か 3,670mgで大変多く含化していた．

P/S比はアマエビが1.28,そしてキスが1.39と高く，

タイは 0.15で今日の調査で最も低かった．

w まとめ

前年度に引き続き秋田県沿岸産および河川で水揚げさ

れた魚介類 14種類 22検体について栄養学的成分，無機

質成分，重金属および脂肪酸等について含有量を調査し

た．
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l.クロダイ，サバはたんばく質が多く，サバにあっ

ては脂質も多かった．一方，ャツメウナギそしてイ

カミソ，アンコウキモの内臓の試料では脂質がいず

れも多く，特にアンコウキモでは全体の½に近い

45.7 g /100 gを占めた．同時に，これらは他の検体

に較べ，ピタミン Eの含有量も 3~10倍も多かっ

た．

2. カルシウムは個体丸ごと試料のシラヤが 145mg/

l00gの含有量で，他は 70mg/100 g以下であった．

3.頭足類または甲殻類のイカおよびエビ，ガザミで

は銅，カドミウム，ひ素が多く含有する傾向がみら

れた．

また，イカミソからは鉛を除く重金属類が高い数

伯で検出された．

4.脂肪酸はエイコサペンタエン酸等の多価不飽和脂

肪酸がヤツメウナギ，サバ，シラヤ等に多く含有し，

コレステロールもサバを除き同様の含有傾向を示し

た．
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